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当社グループは、医療機器分野および産業機器分野の研究開発型企業として、安全と信頼を

基盤とする「Only One」技術や「Number One」製品を世界に発信し続けることにより、全

てのお客様の「夢」を実現すると共に、広く社会に貢献することを、企業理念としています。

医療機器分野では、傷口が小さく痛みが少ない「低侵襲治療」の製品を開発・製造・販売し

ており、患者様のQOL（Quality of Life）の向上、早期退院の実現など、人々の健康と医療

に関わる社会課題の解決に貢献しています。

近年、産業や経済のグローバル化が進展すると共に、SDGs（持続可能な開発目標）をはじ

めとした地球規模の社会課題に対する企業の積極的な取り組みが求められています。当社グ

ループは、研究開発型企業として、独自の技術力を磨き続けることにより、全世界の医療・産

業に貢献すると共に、ESGの視点からの経営基盤の強化に取り組んでまいります。

当社グループは、さまざまなステークホルダーと信頼関係を構築しながら企業活動の成果を分

かち合い、長期的な企業価値向上を目指しています。

当社グループのサステナビリティとは、ステークホルダーとの信頼関係を構築すること、価値

創造プロセス（事業の推進と基盤の強化の好循環）に取り組み、企業理念を実践すること、そ

れにより「ASAHIブランド」（コーポレートブランド）を確立することと考えています。

朝日インテックの存在意義

朝日インテックのステークホルダー

朝日インテックのサステナビリティ

ステークホルダーとの信頼関係を構築

価値創造プロセスに取り組み、企業理念を実践

「ASAHIブランド」（コーポレートブランド）を確立
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ステークホルダーと信頼関係を構築しながら企業活動の成果を分かち合い、
長期的な企業価値向上を目指します。

存在意義 2-1
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朝日インテックは、1976年７月に極細ステンレスワイヤーロープの製造メーカーとして設立い

たしました。

1994年には医療機器事業に参入し、「より多くのお客様の夢を実現すること」「画期的な

Only One技術やNumber One製品を世に送り出していくこと」を会社の使命として、研究

開発型企業として技術の深耕と研鑽に努めてまいりました。

これらの結果、現在では、世界118の国や地域への製品の供給を行うグローバル医療機器

企業へと成長してまいりました。

今後も、技術の深耕と研鑽を下支えとして積極的な事業拡大を進め、更なる成長を目指して

まいります。
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産業機器部材メーカーからグローバル医療機器企業へと成長してきました。

成長の軌跡　 2-2
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現場主義 試作対応力・スピード

4つのコアテクノロジーを主体とした高度で独自性の高い
素材加工技術

素材から完成品までの
社内一貫生産体制

朝日インテックの競争力の源泉は、４つのコアテクノロジーを主体とした高度で独自性の高い素材加工技術と、素材から完成品までの一貫生産体制です。
これに加えて、創業以来、変わることのない現場主義というDNAと、他社には真似できない「試作対応力」と「スピード」が大きな強みになっています。

競争力の源泉 2-3
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朝日インテックは研究開発型企業として、常に高いレベルで

の製品づくりを実践しています。

素材から完成品に至るまで、自社内で一貫生産することを創

業以来の基本方針としており、お客様からの高度なニーズに

お応えする過程で生み出され、そして培われた数々の素材加

工技術を保有しています。

特に「伸線技術」「ワイヤーフォーミング技術」「樹脂コーティ

ング技術」「トルク技術」の4つのコアテクノロジーは、他社

にはない当社独自の技術力であり、これらを複合的に組み合

わせて高性能製品を生み出しています。

もともと産業機器メーカーであった当社ですが、これらの4

つのコアテクノロジーを活かせる分野として、血管治療用の

PCIガイドワイヤー・カテーテルの開発・製造・販売を皮切

りに、1994年に医療機器事業へ参入いたしました。特に高

度なトルク技術は、医師の指先の感覚を忠実にガイドワイ

ヤーに伝えるうえで大きな競争優位性になっています。

そしてさらに、その後の大きな転機になったのは、カテーテ

ル治療の第一人者である医師からのCTO病変の治療を可能

とするPCIガイドワイヤーの開発依頼でした。

CTO病変を、外科手術ではなく、カテーテル治療で行うこ

とは当時の技術水準では実現不可能と言われていましたが、

当社は独自の技術力をもって挑戦し続け、試行錯誤を繰り

返した結果、世界で初めてCTO治療用のPCIガイドワイヤー

の開発に成功いたしました。

当社が当製品を開発したことで、カテーテル治療の成功率を

大きく向上させることを実現し、欧米主導の医療業界におい

て日本からカテーテル治療の新しい潮流を発信する先駆けと

なりました。

現場の声に沿った開発を行ったことで、当社製品を使用した

医師の方々による学会での治療成功症例の報告や、海外で

のご活躍により、当社の製品と技術は世界中で知られるよう

になりました。
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価値創造の起点は「現場主義」および「試

作対応力」です。①現場の医師やお取引先

様の声を地道に吸い上げ、現場の課題を共

有し、②素材レベルにまで立ち返って何度も

試行錯誤を繰り返しながら高付加価値な機

能を開発・製造、③「Only One」技術を備

えた「Number One」製品として世界に発

信します。

このように、現場の課題を解決するために

挑戦し続けることにより、高付加価値を創

出し、それがお客様の「夢」の実現へとつ

ながります。また、現場志向による挑戦を

通して新たな技術が蓄積され、技術基盤が

さらに強化されることで、新たな課題解決

へ挑戦し続けることが可能となります。

この一連の流れが、朝日インテック独自の

価値創造プロセスです。
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世界中の医師やお取引先様のニーズに当社独自の技術力で挑戦し続けることにより、
高付加価値な「Number One」製品をグローバル品質で提供し、世界中のお客様の「夢」を実現します。

価値創造プロセス 2-4
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